










                                                     

 

６． 次回 Conference 開催予定 
  

① Host 国：韓国（Korea)  ②開催年月：2013 年 6 月  ③開催地：Seoul の予定  

     

 ７．むすび 
       この雷保護会議は 2002 年 10 月、日本の主導により日中韓 3 か国を基軸国とする「アジア雷保護フォ

        ラム ALPF」が設立された後、2003 年 10 月開催の第 1 回会議より 2009 年 4 月開催の第 6 回横浜会議 

       までその適用地域をアジアを主体に開催されてきたが、2011 年第 7 回会議開催の Host 国に中国がなる

n        に伴ない会議主題を広範囲な「 Lightning (雷）」関連として世界各国に会議への参加を呼びかけた。  

     その結果、前述のとおり 24 カ国より 204 件の論文が提出されるなど会議は成功裏に開催され、この    

会議はアジア地域から世界レベルに格上げされた会議となった。今後この会議は、2013 年は韓国、2015 

年には日本が Host 国となり開催される予定であるが、会議開催企画の立案には世界的な観点から国際 

雷保護会議（ICLP）などとの関連整合性も考慮した対応が必要となった。本会議設立時には何れ世界    

的な会議への発展は想定されていたが関係者の努力によりその時期は少し早くなった。 

この会議の設立発起人である筆者は、近い将来この会議が ICLP に比肩されるよう発展することを確信  

    しながら成都会議参加報告の結びとします。 

 

 

 

 

 

               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                開会時の lenary Speech  by  Dr. Shigeru Yokoyama 
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